
 

 

毎週月曜日更新
コウノトリ 

 ふ化直後は手のひらに収まるサイズで

したが、２か月ほどで、もう親鳥たちとほ

ぼ同じ大きさとなりました。以前からガ

イドの時間などで、そんなお話をしては

いましたが、実際にこの変化を目の当た

りにすると、あらためてその成長の速さ

に驚かされます。 

さて、ぱっと見ただけではもう親鳥と見間違えてしまうようなヒナた

ちですが、よく見るとまだ違うところがあります。今回はヒナの“ 目”に

注目です。 

成鳥のコウノトリの目といえば、白い虹彩の中

に黒い瞳。目の周りの赤い皮膚も相まって、ちょ

っと鋭い印象を受けます。一方で、ヒナの目はそ

んなことはありません。真っ黒に見えます。でも、

これもそのうち成鳥のような白になるはず…。 

では、ヒナたちの目はどのように変化していく

のでしょうか。今回はふ化してからのヒナの“ 目”

を追ってみました。少し見えにくい写真もありま

すが、ご容赦ください。 

「ヒナの目に注目！」 

２０２６年６月８日 

こちらは花の目 

花とヒナ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■５日齢 

ふ化したばかりは 

やっぱり真っ黒に見えます 

 

■１４日齢 

２羽ともぱっちり真っ黒 

真っ黒に見えます 

 

■３０日齢 

正面からも黒です 

よ～く見ると瞳孔が見えます 

真っ黒に見えます 

 



 

 

 

■３７日齢 

日の当たり具合もあるかも

しれませんが、真っ黒から少し

明るくなったかも？ 

 

 

■４２日齢 

 足環装着の際の写真 

近くで見ると、やっぱり明るく見えます！ 

 

 

■５５日齢 

 明るくなってからはあまり変化なし…？ 

以前よりはだいぶ明るくなりました。 

 

 日々大きく変わっていくわけではありませんが、確かに成長を感じまし

た。今後の変化も楽しみに観察していきます！ 
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